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日 本 人 の 「 す み ま せ ん 」 


。 アメ リカ 人 が 日 本 に や っ て 来る と 、 日 本 人 の 摘 拶 は うる さく で し か た が な い 、 と 
思う よう だ 。 例え ば 、 思い が け な い 所 で 知っ て いる る 人 に ば っ た り 会 う 。「 ど ちら に 
お 出かけ で すか 」 と 尋ね る 。 アメ リカ 人 は うる さい と 是 ぅ 。「 ど こ に 行こ うと 未 
の 勝手 だ 。 私 の 秘 秘 を 探 ろ うと し て いる の だ ろう か 」 8 日 本 人 は 何 も そう kw うつ 
も り で は な い 。 「 こ ん な 所 で お 目 に か か る と は 、 思い が け な い こと だ 。 あな た の 
身の上 に 何 か 大 変 た こと が 起こ っ た の で は な い だ ろ うか 。 も し そう だ っ た ら 、 一 緒 
に 心配 し て あげ まし ょ う 」 と こう いう 気持 ち で 聞く わけ で ある 。 だ か ら 聞 か れ た 方 
も 正直 に 「 い まち ょ っ と お 金 が な く て 、 銀行 に お 金 を 借り に 行く と ころ で す 」 な ど 
と 言う 必要 は な い 。 和 相手 に 心配 し な く て いい で す よ 、 と いう こと を 伝え れ ば いい の 
だ 。 そこで 何と 言う か 。「 ち ょ っ と そこ まで 」。 こ れ で お し まい で ある 。 

「 発 日 は 失礼 し まし た 」。 こ れ も よ く 私 た ち が 口 に する 挨 拶 で も ある 。 ア メリ カ 
入 は びっ くり する 。 「 確 か に 先日 この 人 に 会 っ た 。 し か し 、 その 上 時 に この 人 は 私 に 
何 も 悪 いこ と は し て いな い 。 する と 、 この 人 は 、 私 の 知ら な い 間 に と ん だ こと を 
し て くれ た の で は な いか 」 と 心配 に な る と 言う 。 日 本 人 の 気持 ちら は そう で は な い 。 
[先日 は 失 礼 し まし た 」 と 言っ た ら 、「 先 日 あな た に お 目 に か か っ た 。 私 と し て は 
失礼 な こと を し た 覚え は な いけ ど 、 私 は 不 注意 な 人 間 で ある 。 も し か し た ら 和 失礼 
な こと を し た か も し れ な い 。 も し そう だ っ た ら お 詫び する 」。 こ うい うこ と を 言っ 
て いる 。 そ うい う 言 葉 で も わか る よう に 、 私 たち は 謝る こと が 非常 に 好き で あ 
る 。 感謝 する こと より も 、 謝 る こと を 尊ぶ 。 

替 さ ん が バス に 乗っ て いる 。 お ば あさ ん が 乗っ て きた 。 誰 か が 席 を 譲る 。 お ば あ 
さん は 何と 言う か 。「 あ り が と う ご ざ いま す 」 と お 礼 を 言う 人 人 も いる が 、「 す み ま 


こ 衣 


0 


(0 


4 


人 @ 分 人 * 人 9 


1 せん ね え 」 と 謝 る 人 の 方 が 多い だ ろう 。 お ば あさ ん の 気持 ち は こ う で ある 。 「 私 
が も し 乗っ て こ な け れ ば 、 あな た は ずっ と 座っ て いら れ た 。 私 が 乗っ て きた ば か り 
に あな た は 立た な けれ ば な ら な い 。 すみません 」 と いう 論理 で 、 日 本 人 は 謝 る こ 

と を 非常 に 次 ぶ 。 
(金田 一 春彦 『 ホ ン モ ノ の 日 本 語 を 話し て いま すか ?』 に より 改 ) 


4 哨 山 的 : 対 大 的 , 使 人 心 類 的 : 愛 
うる さい ③ [ イ 形 ] 暗 , 挑 遇 的 

突然 倒 下 、 落 下 ; 意外 相 肌 ; 突然 
中 断 
同 . 週 同 , 打 嘱 : 巡 求 . 探 呈 
随 便 任意 : 便 利 、 方 便 : 情 況 
探 換 j 直 探 探査 


ば っ た り ③ [ 副 ] 


尋ね る (た ず ね る )⑨ [ 他 動 2] 
勝手 (か っ で や [名 ・ ナ 形 ] 
探る (さぐる )⑩② ee 
お 目 に か か る (お め に か か る ) 


見 , 過 見 "会う "前 自 藻 午 ) 
境遇 . 身 世 . 全 所 
友 生 , 刻 生 』 秋 作 


身の上 ( み の う え )⑩④ 
起こ る (お こる )② 
正直 (し ょ うじ き )⑨③③ 


[名 ] 
[自動 1] 
[名 ・ 副 ・ ナ 形 ] 


お し まい ① [名 ] 錆 東和 父 了 , 元 法 挽 救 
日 に す る (くち に する ) DU 
びっ くり ③ [ 副 ・ 自 動 3] 憶 , 受 悦 , 吐 一 跳 


[接続 ] 邦久 ( 更 来 ); 手 其 
意 想 不 色 的 , 意 外 的 ; 不 可 思 尺 
的 , 墓 死 道理 的 
不 注意 , 不 小心 , 下 狗 
可能 , 或 考 , 地 不定 


道 菱 , 入 錆 , 疾 罪 


と ん だ ⑨ [ 連 体 」 


不 注意 (ふち ゅ うい )⑨ 
も し か し た ら ① 
詫び る (わび る )① 


[名 ・ ナ 形 ] 
[ 副 ] 
[ 他 動 2] 
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( 妹 表 ) 


汐 字 ( 優 名 境 音 ) 声 油 河 性 局 駐 (中 文 ) 
謝る (あや まる )⑨ [ 他 動 1] 道 鞭 , 周 礼 , 装 日 
尊ぶ (と うと ぶ )③ | [ 他 動 1] 尊重 , 恭 散 : 重 祝 , 珍 重 


お 礼 を 言う (お れい を いう ) 道 著 


* イ 形 周 干す く て し か た が な い / ナ 形 過 王 で し か た が な い / 動 て 形 十 し か た が な い ” 
表示 赤 話 人 不 由 得 声 生 某 衝 感 情 、 感 党 , 程 度 深 面 天 法 控 制 , 意 思 星 “ 圧 常 ……”、“…… 得 不 
得 了 ”。 在 口 造 中 , 也 可以 用 “ご て し よう が な い “ー て し ょ う が な い ” 的 形式 。 
人 ゆう < 徹夜 を し た の で 、 今 日 は 眠く て し か た が な い 。( 因 力 昨 晩 通 宜 了 , 所 以 今 天 
困 得 不得 了 。) 
人 業 し み に し て いた コン サー ト が 唱 止 に な っ て し まい 、 残念 で し か た が な い 。 < 我 
一 頁 期 待 着 的 音 朱 会 取消 了 , 非 常 大 憎 。) 
A 近所 の 工事 の 音 が 気 に な っ て し か た が な い 。 (隔壁 施工 的 声音 党 我 視 是 介 意 。) 


“名 十 だ ろう ・ で あろ う / ナ 形 週 二 士 だ どろ う ・ で あろ う / イ 形 週 干 十 か ろう / 動 意向 形 十 


と "表示 条件 , 元 途 前 項 如 何 , 后 項 都 会 成立 或 不 会 有 太 大 変化 意思 是 “ 不 管 …… 也 ……"、 
“ 元 誰 …… 都 ……”。 和 句 型 常 如 “" ど ん な に "“" い くら “たとえ? 等 周一 趣 使 用 。 


人 どん な 事情 が あろ うと 、 明 日 の 会 議 に 出席 し な けれ ば な ら な い 。( 不 管 有 仕 名 
情況 . 都 必須 参加 明 天 的 会 肥 。) 

へ 誰 に 何 を 言わ れ よう と 、 自 分 の 考え を 変え る つも り は な い 。( 天 人 進 眼 我聞 仁 
公 , 珠 都 不 会 政変 自己 的 想法 。) 

人 母 は どん な に 生活 が 壮 か ろう と 、 一 度 も 文句 を 言っ た こと が な い 。( 天 人 生活 多 
名 恨 辛 , 母 奈 尺 未 況 辻 一 名 抱 急 的 活 。) 

人 交 は どん な に 忙 し か ろう と 、 毎日 30 分 の 読書 を 続け て いる 。( 父 奈 天 谷 有 多忙 , 


Oe ©O 


都 帳 持 毎 天 岡 民 30 分 件 。) 
ー( よ ) う と 一 ( よ ) う と 
“て (よう) うと て ( よ ) うと” 意思 是 " 不 管 星 …… 近 是 …….( 都 )……”、“ 元 途 …… 也 好 
…… 也 好 ”。 西 條 “~( よ うう と” 前 出現 的 多 敬意 叉 相対 或 相 反 的 河 。 


A 夫人 で あろ うと 、 子 ども で あろ うと 、 ル ー ル を 涯 ら な けれ ば な ら な い 。 ( 元 疹 是 
大 人 玉 是 政子 , 都 友和 要 守 規 短 。) 

へ 彼 が 仕事 を 続け よう と 、 辞め よう と 、 わ た し に は 何 の 関 係 も な い 。 ( 元 疹 他 是 健 
結 工作 也 好 , 近 」 是 療 了 也 好 , 都 和 我 没有 任 何 美 系 。) 

人 征 が 降ろ うと 、 風 が 吹 こ うと 、 彼 女 は 毎日 ジョ ギン グ を 続け て いる 。 ( 不 管 大 下 
雨 玉 是 天外 , 好 毎 天 都 堅持 中 歩 。) 


お ぼ | 
3. 一 た 覚え は な い 
* 動 た 形 十 覚え は な い " 表 示 不 得 曽 委 有 店 某 衝 委 所 , 意 思 呈 "不足 得 …… 辻 ”, 常 用 手 
聞 括 人 帯 有 疑 惑 或 輝 行 自我 将 解 時 。 
人 鈴 示 さん に 転職 の こと を 語 し た 覚え は な い 。 ( 壮 不 江 得 距 稚 木 誹 辻 要 換 工 作 的 


事情 。) 
人 使っ た 覚え も な い の に 、 あ る ウェ ブサ イト の 請求 書 が 届い た 。 〈 我 根本 不 志 得 使 
用 赴 某 岡 茹 , 却 収 到 了 単 。) 
お ぼ 
ー た 覚え が ある 
< 動 た 形 十 覚え が ある "表示 足 得 章 希 有 店 某 衝 得 万 . 意 思 是 “ 走 得 曽 筆 ……”。 


人 あの 人 に は 以前 どこ か で 会 っ た 覚え が ある 。 〈 我 足 得 我 曽 和 在 卵 見 辻 他 。) 
人 これ は 聞い た 覚え の ある 曲 だ 。 〈 我 叫 直入 首 曲 子 。) 


4. 一 た ば か り に 
“ 動 た 形 二 ばかり に” 表示 由子 前 項 的 原因 , 出 現 了 后 項 不 好 的 和仁 果 、 状 恋 , 意 思 是 “ 就 因 


久 ……"、“ 正 是 因 妨 ……”。 入 句 型 帯 有 聞 知人 部 憎 、 后 悔 的 所 気 。 
人 わた し が 悦 刻 を し た ば か り に 、 み ん な に 迷惑 を か け て し まっ た 。( 就 因 妨 我 返 到 
了 , 欠 大 家 添 了 麻 類 。) 
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人 浴 た いも の を た くさ ん 飲ん だ ば か り に 、 お な か が 痛く な っ た 。 ( 就 因 訪 喝 了 太 多 
大 前 奈 西 , 肝 子 痛 了 。) 


か れ は な し 
=- 


人 彼 の 話 を 僅 じ た ば か り に 、 ひ どい 自 に 遭っ た 。 ( 正 是 因 旋 相 倍 了 他 的 括 , 倒 了 


大 審 。) 
“ 動 圭 寿 形 填 た い ば か り に “~~ ほし い ば か り に "表示 因 攻 想 働 某 事 或 想 得 到 某 物 , 仔 了 
后 項 的 事情 , 后 項 多 訪 特 別 的 事 或 不 泡 叙 的 事 , 意 思 是 “ 正 是 因 訪 想 ……”、“ 就 因 汐 想 -……”。 
A 彼女 に 一 目 会 いた い ば か り に 、 外国 に ま で 飛ん で 行っ た 。 ( 就 因 妨 想 児 姫 一 面 我 
牌 t 机 去 了 国外 。) 
人 遊び に 行く お 金 が ほし い ば か り に 、 母 に うそ を つい て し まっ た 。 ( 就 因 旋 想 要 傾 
去 玩 . 我 対 如 妃 撤 了 流 。) 


加 庁 江 ・ 表 送 方 式 
1. ば っ た り 


“ば っ た り " 明 一 周 主 要 有 以下 三 艇 用法: 

P 表示 赤西 突然 落下 或 倒 下 。 

へ ば っ た り と 倒れ た 。 (突然 倒 下 。) 

» 表示 突然 相 過 。 

人 駅 前 で 田中 さん に ば っ た り 会 っ た 。 ( 在 年 郊 前 面 与田 中 突然 相 週 。) 

P 表示 突然 中 断 。 

人 先週 か ら 彼女 か ら の メー ル が ば っ た り 来 な く な っ た 。 (人 上 周 井 始 突然 就 没有 了 
好 須 来 的 郎 件 。) 

在 本 可 束 文中 "ば ぱったり” 是 第 二 各 用 法 。 


2。 ずる あ 


“する と "時 接 仁 週 , 主 要 有 以下 丁 和 用 法 。 
p 表示 由 前 項 推 呈 出 后 項 的 希 果 。 
人 明日 急 に 大 阪 へ 出張 す る こと に な っ た 。 す る と 、 新 入 社員 の 歓迎 会 に は 参加 
で き な く な る 。 ( 明 天 突然 要 去 大 阪 出 差 。 六 久 一 来 , 新 具 工 丈 迎 会 就 参 加 不 了 了 。) 
ぁ 表示 緊 接着 前 項 的 叙述 秋生 了 后 項 的 事 , 一 般 用 手 描 述 赴 去 的 事 , 因 此 所 在 的 名 子 
一 般 用 赴 去 式 策 句 。 


OO eC 


人 自宅 に 電話 し た 。 す る と 、 知ら な い 人 が 電話 に 出 た 。 ( 打 昌 活 回 家 , 結 果 是 不 阿 生 
人 接 了 申 活 。) 


3. も し か し た ら 和 失礼 な こと を し た か も し れ な い 
“も し か し た ら ” 是 副 週 , 意 思 是 " 或 導 “可能 ”, 用 手 不 碑 定 的 協 合 , 与 “も し か する と ” 
美 似 。 常 “『 て か も し れ な い "“ て (の ) で は な いか "等 表 天 方 式 一 起 使用 。 
人 も し か し た ら 、 彼 は うそ を つい た か も し れ な い 。 ( 他 閲 不定 搬 了 流 。) 
人 も し が し た ら 、 王 さ ん は 事故 に 巻き 込ま れ た の で は な いか 。 ( 小 王 或 次 被 巻 和仁 
事故 当 中 了 。) 


〇 


修理 を 頼む 


あめ 衝 。 ブリ シン ドア Ge な いね 。 何 固 も や っ て みた けど 。 
: プリ ンタ ー の イ ンク が 切れ ちゃ っ た ん で し ょ うか 。 新 し し ヽ の に 震 まえ て み ま す 。 


(し ば らく し て ) 
王 小 華 , な ん か お か し いで すね 。 
イン ク を 交換 し て も 、 ラ 
ンプ が ずっ と 点滅 し て い 
SE 何 の 反 応 も な いで す 
よ 。 震 れ た の か し ら 。 
kK 長 , 半 年 前 に も 同じ よう な こ 
と が あっ て 、 修 理 を 頼ん 
だ 覚え を が ある けど 。 
だ DS が じゃ 、 サー 
ビス セン ター に 電話 し て み ま す 。 
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ミル の 音 ) )) 
大 いい 、 ザー ビス セ モ ンタ ー で ご ぎ い ま すず 。 
E, あ の 、 御 視 の プリ ンタ ー、 邊 Y S 101 を 使っ て る ん で す が 。 
。 は い 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 
新しい イン ク に 替え て も 、 赤 い ラ ンプ が ずっ と 点 江 し て いる 状 
印刷 で きま せん けど 。 
: そう で すか 。 1 年 の 保証 期間 内 で し た ら 、 無 料 で 修理 いた し ます 。 その 
場合 は 、 保証 午 を お 外 り いた だ く こ と に な り ます が 。 
さ 1 PWM 
よ 。 修 理 し て も ら っ た 記録 も あり ます 。 
RE それ で は 無料 で 修理 させ て いた だ きま す の 
で 、 保 証書 と 一 緒 に お 送り くだ さい 。 
. 修理 期間 は どの ぐら いで すか 。 
, 1 適 間 ぐ らい で す 。 
ま 、 1 週間 で すか 。 そ れ は ちょ っ と 困り ます ね 。 
ご 安心 くだ さい 。 た だ 今 、 同じ タイ プ の 代 正 品 を お 送り し ます の で 。 
, 助かり ます 。 で は 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


況 字 ( 優 名 境 音 ) 声 週 | 週 性 週 叉 (中 文 ) 
修理 (し ゅ うり )① [名 ・ 他 動 3] 修理 , 修 筐 


ジリ ンド アウ ド ⑧ [名 ・ 他 動 3] 打 印 出来 (的 灰 西 ) 

プリ シタ ー⑩② [名 ] 「 打 印 相 

イン ク ⑩① [名 ] 吾 水 , 油 墨 

用 完 , 用 光 ; 脱 第 ; 鋭利 、 竹 利 ; 
断 . 断 井 ; 色 期 , 届 満 

お か し い ③ の 可 笑 的 滑稽 的 : 奇 怪 的 , 反 常 的 


切れ る (きれ る )② 


全島 る * ら 5 


( 袋 素 ) 
況 字 ( 侵 名 天 音 ) 声 周 周 性 週 文中 文 ) 
ラン プ ① [名 ] ( 媒 ) 油 灯 , 申 灯 
点滅 (て ん め つ )⑩ [名 ・ 自 動 3] (灯光 ) 鐘 碗 名 克 , 一 囚 一 了 
反応 (は ん の う )⑩ | [名 ・ 自 動 3] 反 記 , 作 用, 私 果 
譲れ る (こわ れる )⑨ [自動 2] 兵 , 出 攻 障 ; 倒 場 
サー ビス セン ター⑨ [名 ] 貨 后 服 各 中心 
状態 (じょう た い )⑩ [名 ] 状 克 . 状 況 


印刷 (いん さ つ )⑨ [名 ・ 他 動 3] 印刷 印刷 品 


保証 期間 (ほし ょ うき か ん )④ | [名 ] 保 修 期 

保証 書 ( ほ し ょ うし ょ )⑥④ [名 ] 保 修 玉 

記録 (きろ く )⑩ [名 ・ 他 動 3] 志 評 ・ 吉 形 

安心 (あん し ん )⑨⑩ [名 ・ ナ 形 ・ 自 動 3] | 放心 安心 

タイ プ ① [名 ・ 他 動 3] | 型 号 , 美 型 , 打 字 

代替 品 ( だ いた いひ ん )⑩⑪ [名] 替 代 品 

助かる (た すか る )③ [自動 1] 脱 陰 , 得 救 ヵ 省力, 省 事 : 有 者 助 


軸 自 法 ・ 表 送 方 式 

1. プリ ンタ ー の イン ク が 切れ ちゃ っ た ん で し ょ うか 
“切れる” 可以 表示 " 耗 尽 ”、* 用 完 ”、“ 吉 完 ” 等 。 在 送 句 笑 中 的 意思 是 "用 完 ”。 
人 電池 が 切れ た 。( 申 池 没 四 了 。) 
品物 が 切れ た 。( 商 品 脱 氏 了 。) 


き 
“こち ゃ う ” 是 “て て し まう ” 的 口中 形式 "じゃう" 是 “ て で し まう "的 口 番 形式 “切れ 
ちゃ っ た "相当 手 “ 功 れ て し まっ た ”。 


2. か し ら 


“か し ら " 基 余 助 同 . 美 似 手 "か な ". 多 妨 女 性 使用 , 主 要 有 以下 三 衝 用 法 : 
p 用 手 自 謀 自 竹 的 猪 測 。 
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人 彼 が 言っ た の は 本 当 か し ら 。 (他所 汐 是 真 的 喝 ?) 

P 用 王 向 対 方 炎 同 。 

人 明日 の パー ティ ー は 先生 も 来る か し ら 。 ( 明 天 的 乗 会 , 老 施 也 会 来 喝 ?) 
p 表示 聞 知 人 的 碑 望 , 一 般 用 “こない か し ら ”" 的 形式 。 


は 篤 。 な つや 


人 覚 く 冥 休み に な ら な いか し ら 。 (真希 望 時 優 早 点 到 来 。) 


3. 助かり ます 


。 "動か る "的 意思 攻 " 得 救 "、" 省 力 ”、“ 世 得 吉 助 "等 。 口 番 中 常用 “助かり ます "” 或 "助かり 
まし た "的 形式 表示 由 手 某 衝 情 況 使 自己 本 益 或 者 由 考 別人 的 大 助 使 自己 的 負担 減色 世 
項 省 了 人 金銭 、 体 力 等 , 意 思 是 “ 太 好 了 ”、“ 需 了 我 大 忙 ", 帯 有 感 洲 的 箱 気 。 

へ 終電 に 間に合っ て 、 助かっ た 。 ( 赴 上 了 未 班 則 年, 太 好 了 。) 
へ 友だち に 引っ 越し を 手伝っ て も ら っ て 、 助 か っ た 。 (朋友 境 忙 撮 家 , 真 是 癌 了 我 
大 忙 。) 
在 本 可 会 話 中 王 小潮 得 知 打 印 机 送 去 修理 需要 花 一 條 星 期 的 時 同 , 担 心 会 影 画 到 工 
作 。 面 送 時 客 服 人 員 提 出 将 提 供 貼 時 替 代 品 , 王 小 集 使 用 了 “ 助 か り ま す ”", 帯 有 感 族 之 意 。 


9 妹 コ 
. 写 出 下 列 況 字 的 境 音 。 
[ 例 ] 尋ね る [ た ず ね る 」 


ーー 


(勝手 [ ] (2) 探 る [ 」 
(3) 身 の 上 [ 」 (④ 正 直 [ 」 
(5) 不 注意 [ 」 (6) 詫 びる [ 」 
(7 の 忠 ご る 」 ⑧) 論 理 [ ] 
⑨) 謝 る [ 」 (10) 尊 記 [ 」 


ts 


。 根 据 決 文 内 容 , 在 手 号 内 填 入 造 当 的 内 容 。 

「 ど こ に 行 ( )( )(  ) 私 の 勝手 だ 。 私 の 秘密 を 探 ろ う ( )( )〈 ) 
(  )( 。) の だ ろう か 」。 是 本 人 は 何 も そ うい うつ も り で は な い 。「 こ ん な 所 で お 目 
に か か る (  )(  )、 思 い が け な いこ と だ 。 あ な た の 身の上 に 何 か 大 変 た こと が 起こ っ 
た ( 。 )(  )(  )(  )(  ) だ ろう か 。 も し そう だ っ た ら 、 一 緒 に 心配 し て あげ 
まし ょ う 」 と こう いう 気持 ち で 聞く (  )(〈  ) で ある 。 


Oe ©O 


3。 全 照 例 名 , 完 成 或 政 宮 句 子 。 
[ 例 1] 近所 の 工事 の 香気 に な る つ 近所 の 工事 の 並 が 気 に な っ て し か た が な い 。 
きい きん ね ぶ そく ね む 
1) 最近 寝不足 で 、 眠い 
(②)3 歳 に な る 娘 が か わい い 
か れ し つれ い こと ば は ち だ 
(3) 彼 の 失礼 な 言葉 に 腹 が 立つ 
(④ ル ー ム メイ ト が 国 へ 帰っ て し まっ て 、 寂し い 
IN ん 3 むす こ し ん ぽい 
(5) 試 験 に 落ち た 息子 の こと が 心配 だ 
[ 例 2] どん な 事情 が (ある )、 明日 の 会 議 に 出席 し な けれ ば な ら な い つ 
どん な 事情 が あろ うと 、 明 日 の 会 議 に 出席 し な けれ ば な ら な い 。 
1) 相手 が 誰 ( で ある )、 礼儀 を 忘れ て は いけ な い 
2) これ か ら 何 を (する )、 わ た し の 勝手 だ 
(3) 彼 が どこ に (行く )) も うわ た し に は 関係 な い 
(④ 誰 に 何 を (言わ れる )、 自分 の 考 え を 変え る つも り は な い 
(5) 姉 は 仕事 が どん な に (性 し い )、 毎日 筋 強 を 続け て いる 


[ 例 3] あの 人 に は 以前 どこ か で 会 っ た (ある )〉 つ 
ひと いぜん あぁ 提 
あの 人 に は 以前 どこ か で 会 っ た 覚え が ある 。 


1①) こ れ と よく 似 た も の を 見 た (ある ) (2) そ ん な こと を 言っ た (な い ) 
(3) こ の 曲 は どこ か で 聞い た (ある ) (4) こ の サー ビス を 使っ た (な い ) 


だ で ちち て ん し ょ く は な し き 
5) 田口 さん か ら 6 転職 の 話 を 聞い た (な い ) 


[ 例 4] わた し が 遅刻 を し た / み ん な に 迷惑 を か け て し まっ た つ 
わた し が 遅刻 を し た ば か り に 、 みん な に 迷惑 を か け て し まっ た 。 
①) 足 を けが し た / 試 谷 に 出 ら れ な か っ た 
(2) 彼 の 話 を 代 じ た / ひ どい 目 に 遭っ た 
3) 彼 が 鍵 を な くし た / み ん な 6 時 間 も 待 た され た 
(4④ あの 魚 を 食べ た / 天 変 な 目 に 遭っ た 
(5) 英語 が で きる と 言っ た / 翻 訳 の 仕事 を 任 され た 


[ 例 5] プリ ンタ ー が 牙 障 し た / 半 年 前 に た も 同じ こと が あっ た / 無 料 で 修理 する つ 
© A: プリ ンタ ー が 故障 し た ん で すけ ど 。 半年 前 に も 同じ こと が あり まし た 。 
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い へ ん も う 


B, 大 変 申し 訳 あ り ま せん 。 そ れ で は 無 料 で 修理 させ て いた だ きま す 。 
(1) パ ペソ コン が 動か な い / 先 月 買っ た ば か り だ / 原 因 を 調べ る 
(②) 自 動 販売 機 の お 釣り が 出 て こない /10 分 も 待っ た / 今 すぐ 係り の 者 を 行か 


(3) 先 月 借り た 2 冊 の 本 を まだ 返し て いな い / 返 返 苑 期 B 限 を 過ぎ た / 今 日 市 に 返し 
に 行く 


[ 例 6] プリ ンタ ー の イン ク が 切れ て し まっ た つ 
デリ ジン ター の イン ク グ が 切れ ちゃ っ た 。 
) 今 日 、 財布 を 落と し て し まっ た 
(⑫) 朝 、 ド ア に 鍵 を か ける の を 忘れ て し まっ た 
(3) ワ ン ち ゃ ん が 病気 で 死ん で し まっ た 
(④ 姉 に 恋人 か ら の 手紙 を 読ま れ て し まっ た 
5) 彼女 を 映画 に 読 っ て みた が 、 断 られ て し まっ た 


| 社 充 単 河 表 


況 字 ( 優 名 境 音 ) 声 洞 | 週 性 週 叉 (中 文 ) 
中 止 ( ち ゅ うし )⑩ [名 ・ 他 動 3] 中 止 , 停 止 
事情 (じじ ょ う )⑩⑥ 情況 , 原 由 , 事 由 
ウェ ブサ イト ⑤③ 岡 不 


請求 書 ( せ いき ゅ うし ょ )⑤⑥⑩⑥ 1 忠 単 , 付 款 通知 単 
目 に 遭う ( め に あう ) 山 到 某 和 不 好 的 情況 或 事 件 


駅 前 (えき まえ )③⑨⑩ 年 痕 前 面 
電池 (で ん ち )① 申 池 
寝不足 (ね ぶ そ く )⑨⑥② | [名 ナ 形 ] 隆 眼 不足 
腹 が 立つ (は ら が た つ ) 生気 , 憶 怒 
けが ② [名 ・ 他 動 3] 人 牧 , 受 伯 
任 す ( ま か す )② [ 他 動 1] 


